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1は じ め に

ケイ酸資材投入量の減少が米の食味低下や収量の不安

定化の一因であるといわれており、的確な土壊診断によ

るケイ酸資材の効率的施用が求められている。一方、新

たな土壌及び資材の評価法として、リン酸緩衝液抽出法

及び水―弱酸性陽イオン交換樹脂抽出法が提案されてい

る 1)。 そこで、水稲のケイ酸吸収量をより反映するとい

われている新しい抽出法を用いて、可給態ケイ酸含量の

異なる土壌におけるケイ酸資材の効果を検討した。

2試 験 方 法

(1)供試圃場

2001年 は山形県山形市 (試験 1:細粒灰色低地土)、

2002年 は山形県川西町 (試験 2:細粒グライ土)の現地

圃場において試験を行った。pH6 2リ ン酸緩衝液抽出法

で求めた可給態ケイ酸含量はそれぞれ 320、 19 5mg/100g

乾土であった。

(2)供試資材

ケイ酸資材として、熔成ケイ酸りん肥、鉱さいケイ酸

質肥料を用いた。両者とも、可溶性ケイ酸含量 (05M

塩酸抽出法)と アルカリ分、pHは同等であったが、水

溶性ケイ酸含量 (25℃水―弱酸性陽イオン交換樹脂 96

時間抽出法)は熔成ケイ酸 りん肥が多かつた (表 1)。

(3)耕種概要

供試品種は「はえぬき」で、肥培管理等の栽培管理は

現地農家慣行で行った。

(4)区の構成

両年とも次の4つの区を設定し、試験を行った。

3 試験結果及び考察

(1)生育及び収量

試験 1における水稲の生育は、基肥区とケイカル区の

茎数がやや多めに推移し、穂数、籾数もやや多かつた。

収量も、基肥区、ケイカル区がやや多かった (表 2)。

試験 2における水稲の生育では、梓長は基肥区がやや

長く、穂数は追肥区がやや少なかった。籾数、収量とも

基肥区がやや多く、追肥区がやや少なかった (表 2)。

(21ケイ酸含有率

試験 1の成熟期における茎葉ケイ酸含有率は基肥区が

もっとも高く、次いでケイカル区、追肥区、無施用区の

順となった。無施用区に対する含有率増加量はo5～ 08

パーセントであった (表 3).

試験 2の成熟期における茎葉ケイ酸含有率は基肥区が

もっとも高く、追肥区、ケイカル区が同等で無施用区が

もっとも低かった。無施用区に対する含有率増加量は 09

～ ■3パーセントであった (表 3)。

(3)ケ イ酸吸収量

試験 1の成熟期のケイ酸吸収量はケイカル区がもっと

も高く、次いで基肥区、追肥区、無施用区の順となった。

無施用区に対する増加量は 5～ 17ノボであつた (表 3)。

試験 2の成熟期のケイ酸吸収量は基肥区がもっとも高

く、次いでケイカル区、追肥区、無施用区の順となった。

無施用区に対する増加量は 16～ 25ノぶであつた (表 3)。

(4)ケイ酸資材の施用効果

成熟期の茎葉ケイ酸含有率、ケイ酸吸収量の増加量か

ら、ケイ酸資材の施用効果は試験 1よ りも可給態ケイ酸

含量の低い試験 2の圃場で高かった。また、熔成ケイ酸

りん肥は鉱さいケイ酸質肥料の半量で同等の効果が得ら

れた。これは、水溶性ケイ酸含量の違いによるものと推

察された。
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4 ま と め

可給態ケイ酸含量の異なる土壌において、2種類のケ

イ酸質資材を用いて水稲のケイ酸含有率の増加程度を検

討した。その結果、可給態ケイ酸含量 (pH6 2リ ン酸緩

衝液抽出法)の少ない土壌における水稲の成熟期茎葉ケ

イ酸含有率の増加程度 (無施用区に対する増加量)は o9

～ 13ポイント、可給態ケイ酸含量の多い土壌では o5

～ 08ポイントであった。

また、熔成ケイ酸りん肥は耕起時の施用により、収量

が多くなる傾向がみられた。

さらに、熔成ケイ酸りん肥は鉱さいケイ酸質肥料に比

べ水溶性ケイ酸含量 (%℃水―弱酸性陽イオン交換樹1旨 96

時間抽出法)が多いことから、施用量は鉱さいケイ酸質

肥料の半量で同等の効果が得られると考えられた。

表 1 供試資材の成分
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表 3 成熟期の茎葉ケイ酸含有率とケイ酸吸収量

追 1巴 区

資材名 可溶性Si02*(%)水 溶性Si02亭
卒
(%)アルカリ分(%) pH

熔成ケイ酸りん肥 298 22.4 534 90

鉱さいケイ酸質肥料    283       58      524    91
+ 30℃ 05M塩酸1時間抽出(公定法)

,*25℃ 水報 酸性陽イル交換樹脂96時間抽出法(加藤の方法)

追肥区  274   245
ケイカル区  291   268 426      535      586

575
613

無施 用 区  283   248   432   519   591   572

795
787
791
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183
185

511
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515

表 2 生育及び収量

追肥区  274

区名 ぽ為)千 b菫 ¬竃秀F
基肥区  34,500 221  656
追肥区  33,500  22J   635
ケイカル区  34,800   220    663
無施用区 33,700  220   640

追肥区  331   367
ケイカル区  325   357 420      596      506      565 700      178      506

無施用区  305   388   401   590   494   565   705   175   508

追肥区  31,600  238   616
%カル区  33,100  239   626
無施用区 32,700  239   632

追肥区  33J
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